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平成 26 年度 関東支部運営委員会（第 2 回） 議事録 

 

日 時：平成 26 年 8 月 7 日（木）14：00～17：00 会 場：地盤工学会 3 階大会議室 

支部長   龍岡 文夫 ○ 副支部長  五道 仁美 ○ 副支部長 田中 誠 × 

副支部長  菊池 喜昭 × 副支部長  青木 雅路 ○ 顧問 石原 研而 × 

顧問 太田 秀樹 ○ 顧問 國生 剛治 × 監事    齋藤 邦夫 × 

監事 佐藤 謙司 ○ 幹事長   小峯 秀雄 ○ 副幹事長 橘  伸也 ○ 

副幹事長 吉田  潔 ○ 
山梨県 G 

後藤  聡 × 
茨城県 G 

松島 亘志 ○ ﾘｰﾀﾞｰ幹事 ﾘｰﾀﾞｰ幹事 
栃木県 G 

西村 友良 × 
群馬県 G 

若井 明彦 ○ 
神奈川県 G 

森川 嘉之 × ﾘｰﾀﾞｰ幹事 ﾘｰﾀﾞｰ幹事 ﾘｰﾀﾞｰ幹事 
千葉県 G 

若月 洋朗 ○ 
埼玉県 G 

川本  健 × 
研究委員会 G 

渡邉 康司 ○ ﾘｰﾀﾞｰ幹事 ﾘｰﾀﾞｰ幹事 ﾘｰﾀﾞｰ幹事 
会員 SG 

重村 智 ○ 
会員 SG 

鈴木 亮彦 ○ 
発表会 G 

杉山 太宏 ○ ﾘｰﾀﾞｰ幹事 ﾘｰﾀﾞｰ幹事 ﾘｰﾀﾞｰ幹事 
10 周年事業委 

石井 泰裕 × 事務局 青木 美智子 ○    委員長 

         

○：出席，×：欠席 

 

１．前回議事録の確認 

・平成 26 年度第 1 回運営委員会議事録（6/5） 【別紙－1】 

→確認・承認された． 

 

２．最近のスケジュール  

・平成 26 年度本部支部連絡協議会の開催：平成 26 年 7 月 15 日（火）＠北九州国際会議場 

 →小峯幹事長より，協議会にて若手会員と女性会員の活性化への取組みについて発言したことが報

告された． 

・第 11 回地盤工学会関東支部発表会 Geo-Kanto2014：平成 26 年 10 月 3 日（金） 

 （発表申込：8 月 8 日（金），原稿投稿締切：8 月 31 日（日）） 

 →スケジュールが報告され，積極的に投稿していただくようお願いがあった． 

 

３．本部からの連絡・検討依頼事項 

（１）平成 26 年度予算執行にあたってのお願い 【別紙－2】 

→小峯幹事長より，資料に基づき説明があった．龍岡支部長より，会員削減・増強に資する投資としての

イベントであれば，必ずしも赤字イベントを回避する必要はないとの意見が出された． 

（２）平成 29 年度以降の地盤工学研究発表会,開催地支部順序案についてのお問い合わせ 【別紙－3】 

→本部から開催ローテーションの提案通り，平成 31年度（2019年）に 70周年大会として地盤工学研究発

表会を関東で開催することが承認された． 

 

４．支部からの周知・連絡・検討事項 

（１）平成 26 年度支部役員・幹事の変更・交代について 【別紙－4】 

→転勤や転属等の事由により，副支部長１名，評議員５名，群馬県 G 幹事１名の変更があることが報告さ

れた．内，副支部長１名，評議員４名，群馬県 G 幹事１名について，後任として推薦いただいた方の着

任が承認された．他，評議員２名については，後任を問合わせ中． 

（２）ニューズレターNo.33 の発行 

→報告された． 
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（３）第 11 回地盤工学会関東支部発表会 GeoKanto2014 学生実行委員の公募と委員会立上げ 

 【別紙－5】 

→13名の応募があり，全員が着任したことが報告された． 

（４）第 12 回地盤工学会関東支部発表会 GeoKanto2015 の形態について 【別紙－6】 

→次年度以降の支部発表会の形態について議論が交わされ，以下の方針をとることが確認された． 

必ずしも東京開催に拘らず，各県での開催も可とする．ただし，県ローテーション開催といった形式は

とらず，県から手が挙がった場合のみ，各県での開催とし，希望がなければ東京での開催とする．これ

までの運営ノウハウを継承するために，原稿の実行委員会の体制を維持し，県開催の場合も県側から実

行委員会に数名が参画する．参加人数の右肩上がりの増加を命題としない． 

→上記の方針に基づき，次年度以降の発表会開催について，開催の希望があるかを各県リーダー幹事にヒ

アリングすることが確認された． 

（５）国際講演会 2 件の開催について 【別紙－7】 

→國生顧問から提案のあった 2件の国際講演会の開催が承認された．日程調整を行う． 

（６）評議員会の開催日程と特別講演会について 【別紙－8】 

→平成 26年度第 1回評議員会を平成 26年 10月 30日（木）16：00-17：00に開催することが承認された． 

→評議員会後の特別講演会について，小峯幹事長から桑野玲子先生に推薦いただける方がいないか問い合

わせすることが確認された． 

（７）平成 26 年度予算執行状況 【別紙－9】 

→確認された． 

 

６．開催結果，進捗状況の報告  

（１）アフター５談話会「東京湾海堡建設と和算」 

 主催：会員サービスグループ 

 共催：江戸期以降の土木史跡の地盤工学的分析・評価に関する研究委員会 

 日時：平成 26 年 6 月 5 日（金）17：00-18：00，会場：地盤工学会大会議室 

（２）地下水位の回復にともなう広域地盤隆起の問題とその地中施設への影響に関する 

 研究委員会の成果報告会 

 主催：地下水位の回復にともなう広域地盤隆起の問題とその地中施設への影響に関する研究委員会 

 日時：平成 26 年 6 月 6 日（金）14：30-17：30，会場：地盤工学会大会議室 

（３）若手交流会 「液状化対策に関する調査・設計・施工・研究」 

 主催：会員サービスグループ 

 日時：平成 26 年 6 月 25 日（水）17：00-19：00，会場：地盤工学会地下大会議室 

（４）土木学会地下空間研究委員会「夏休み親子現場見学会（関東会場）」（6/26 メール審議にて共催承認） 

 主催：公益社団法人土木学会地下空間研究委員会 

 共催：地盤工学会関東支部 

 日時：平成 26 年 7 月 26 日（土）13：00-16：30，会場：東京外かく環状道路市川中工区現場 

（５）（独）水資源開発機構思川開発事業および栃木県板荷引田トンネル建設工事の見学会 

 主催：栃木県グループ 

 日時：平成 26 年 7 月 29 日（火）13：00-16：30，会場：南摩ダム等 

（６）科学体験教室 これで君も地盤博士だ！暮らしを支える身近な「地盤」の世界を覗いてみよう！ 

 主催：会員サービスグループ 

 日時：平成 26 年 8 月 2 日（土）10：00-16：00，会場：日本大学理工学部駿河台校舎 

（７）「小規模建築物を対象とした地盤基礎」解説講習会（7/25 メール審議にて後援承認） 
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 主催：（一社）神奈川県建築士会 

 後援：地盤工学会関東支部 

 日時：平成 26 年 8 月 8 日（金），会場：神奈川県建設会館 

（８）「群馬から日本の最先端技術に触れるツアー」見学会（6/24 メール審議にて開催承認） 

 主催：群馬県グループ 

 後援：群馬県建設技術センター 

 日時：平成 26 年 9 月 8 日（月）14：00-15：30，会場：大林組技術研究所 

（９）東京都２０１４構造物見学会（7/25 メール審議にて後援承認） 

 主催：（一社）東京都地質調査業協会 

 後援：地盤工学会関東支部 

 日時：平成 26 年 9 月 26 日（金）9：00-16：30，会場：関宿博物館，外郭放水路 

（１０）第 6 回メタンハイドレート総合シンポジウム（7/25 メール審議にて協賛承認） 

 主催：（独）産業技術総合研究所 メタンハイドレート研究センター 

 協賛：地盤工学会関東支部 

 日時：平成 26 年 12 月 3 日（水）および 4 日（木） 

→以上の行事が開催終了，あるいは開催予定であることが確認された． 

 

７．グループ別の実施計画・進捗状況・その他報告事項 

（１）会員サービス G    【別紙－10】 

→行事の開催報告および企画報告があった． 

（２）茨城県 G 【別紙－11】 

→茨城大学地球変動適応科学研究機関（ICAS）主催の「激甚災害に関する講演会」への共催提案があり，

承認された． 

（３）栃木県 G       【別紙－12】 

→活動報告があった． 

→栃木県 Gの委員の変更が承認された． 

（４）群馬県 G       【別紙－13】 

→活動報告があった． 

（５）山梨県 G        

→特になし． 

（６）千葉県 G        

→活動報告があった． 

（７）埼玉県 G       【別紙－14】 

→埼玉大学レジリエント社会研究センター主催の「彩の国市民科学オープンフォーラム」への共催提案が

あり，承認された． 

（８）神奈川県 G    【別紙－15】 

→活動報告があった． 

（９）研究委員会 G     【別紙－16】 

→研究委員会の委員変更，GeoKanto2014における DS開催についての報告があった． 

→関東地域における地盤情報の社会的・工学的活用法の検討委員会において，今後の委員会活動のために

委員・執筆者に資料 DVDを配布することが確認された． 

（10）支部発表会 G     【別紙－17】 

→GeoKanto2014の準備・企画の進捗状況が報告された． 
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（11）企画総務 G      【別紙－18】 

→活動報告があった． 

（12）10 周年記念事業      【別紙－19】 

→現状，今年度中に支出すべき 10 周年記念事業予算として，80 万円程度の使途が未定であり，昨年度実

施したミニ展示と同様のイベントを企画するなど，10 周年記念事業委員会にて検討いただくことが確認

された． 

 

７．その他 

（１）退会・等級変更届 なし  

→確認された． 

（２）次回運営委員会開催日程 

 平成 26 年 9 月 29 日（月）14：00～17：00 （前年度は，平成 25 年 9 月 30 日に開催） 

 


